
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メール muroranrou-z0@hokkaido-c.ed.jｐ ホームページ http://www.muroranrou.hokkaido-c.ed.jp 

令和６年 
（２０２４年） 

７月２６日発行 

北海道室蘭聾学校 

室蘭市水元町５６－２４ 

TEL. (0143-44-1221） 

FAX (0143-44-1208） 

令和６年度 

第２号 

「ブカブカ」 

教頭 田 中 康 崇  

 

現在のことを変化が激しく、予測が困難な時代「ＶＵＣＡ（ブーカ）」と言われています。VUCA とは、

Volatility（変動性）、Uncertainty（不確実性）、Complexity（複雑性）、Ambiguity（曖昧性）の４つの

キーワードから頭文字を取った米国の軍事用語として生まれたそうです。「うちの子は、どれだけ大きくな

るか分からないからブカブカの服を買っておこうか…」ではないようです。 

さて、先日支笏湖の北にある恵庭岳（1320m）に登りました。２年前の雪が残る春に登ったことがあり、

２度目でした。しかし、今回は仲間に教えてもらった以前とは違う短い時間で登れるルートを選択しまし

た。 

 久しぶりの登山に意気揚々と霧の中をスタートしたのですが、登山口から湿度の高い森の茂みの中を一

気に果てしなく続く上り坂を登っていく感覚でした。あらら…こりゃ大変だ♪…と思いながら、ようやく１

時間…ちょっと休憩を取ることにしました。普段なら 30分くらいで収まる心臓バクバク、昨晩飲んだもの

が皮膚から一気に吹き出す過酷な状態が収まりません。また、景色が変わらず、山頂も見えず、見通しが立

たずの状態…携帯アプリで確認すると、予想よりも進んでいない状況…さらに良く見るとこれから勾配が

きつくなりそうなこと、普段あまり減らない飲み物１本目がなくなりそうになっていることなど、久しぶり

とは言えこれまでとちょっと違う自分の様子に気付き、登れるのかな？と、さきほどの余裕がぶっ飛び、動

揺していました。意を決して再出発。予想どおりのロープにつかまりながら登る急勾配、足場が悪くなかな

か進めない状態が続きましたが、また１時間が過ぎ、ようやく霧が晴れた山の峰に到着しました。普段の２

時間とは違った２時間に感じましたが、その甲斐あって、眼下には雲海が広がり遠くの方に樽前山が頭を出

していました。絶景です。でも、まだ終わっていません。左右断崖絶壁、一人がやっと通れる岩の割れ目、

クライミング？といわんばかりのザイルを使った岩登り…危険いっぱいが続きました。稜線を往復し、西

峰、中峰、本峰の３つの山頂を踏破することができ、私の欲求は満たされました。 

 下山後、体の変化や気象状態、山道の起伏、勾配など経験にないことが連続すると心理的に不安になり、

パフォーマンスが低下することや物事に対する気構えや役立つ知識の必要性の大切さを改めて感じまし

た。 

 学校で学ぶ子供たちがこれからの社会で生きていく中で、予測できない変化に受け身で対処するのでは

なく、主体的に向き合って関わり合うことが大切であると言われています。知識を身に付け目標に達するの

ではなく、目標に向かうために必要な知識を理解しながら自ら身に付けていく力が求められています。VUCA

は加速します。これまでの経験や知識だけでは解決が難しい課題が出てくることがあるはずです。 

 これからの時代に立ち向かうために必要な力を身に付けることができる教育活動を目指して参ります。 

 

 

   本年１月～６月までの期間において本校ではいじめを認知しておりません。今後も北海道室蘭聾学校 

   いじめ防止基本方針に則り行動します。何かありましたら教頭までお知らせください。 

 

 

 

 



運動会 ６月１日（土） 

 今年度の運動会は「一生懸命みんなで協力し合って、最高の運動会にしよう」というテーマを掲げ、実施しま

した。曇り空で気温も低く、寒さを感じる中でしたが、無事にグラウンドで開催することができました。 

 全校で行った応援合戦では、中学部３年生のリーダーを中心に出し合ったアイディアで、紅白ともに幼稚部か

ら中学部までそれぞれ息の合った力強いパフォーマンスが行われました。全校リレーでは、幼児児童生徒全員が 

バトンを繋いでゴールを目指しました。 

 子供たちへのあたたかいご声援、ありがとうございました。また、競技へのご参加もありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

中学部修学旅行 ６月 26日（水）～６月 28日（金）  

 中学部の３年生は修学旅行で青森を訪れました。生徒たちは豊かな

自然と歴史的な場所を巡り、青森の多様な文化に触れることができま

した。特に、三内丸山遺跡での見学や 

ねぶたの家ワラッセでのハネト体験な 

ど、普段なかなか体験できない出来事 

を経験しました。新たな発見に目を輝 

かせ、心に残る楽しい思い出がたくさ 

んできたようです。 

室ろっ子祭り 7月 10日（水） 

 幼稚部から中学部までの幼児児童生徒が 

体育館に集まって、交流をしました。今年度 

の交流内容は、「ボウリング」。参加者全員が 

和気あいあい、楽しい時間を過ごしました。 

夕涼み会 7月 12日（金） 

 縁日やバーベキュー、花火など夏の風物詩を 

楽しみました。その中でも子供たちが怖くて 

ドキドキするのが肝試しです。2人とも勇気を 

出して、薄暗い体育館に 1人ずつ入り、ドラキ 

ュラからご褒美をもらうことができました。 

肝試しの後は、花火をたっぷり楽しみました。 

8月,9月の主な予定 

 

8 月 26 日（月）二学期始業式 

       なかよし会（舎） 

  27 日（火）全体会 

28 日（水）岩崎電子来校 

29 日（木）さくら補聴器来校 

9 月 2 日（月）短縮日課 

   3 日（火）役員会、なかよし会（舎） 

     4 日（水）全校朝会 

   6 日（金）果物狩り（幼） 

  10 日（火）全体会 

  11 日（水）防災教室、岩崎電子来校 

  12 日（木）さくら補聴器来校 

  12 日（木）～13 日（金）  

     聾学校スポーツ交歓会（旭川） 

  17 日（火）短縮日課、全体会 

20 日（金）前期期末テスト（中） 

24 日（火）役員会 

25 日（水）ボランティア活動（舎） 

  26 日（木）学習発表会特別日課開始 

  30 日（月）個別保護者懇談（舎） 

（～10 月 18 日） 

学校だより第 3号は、8月 30日発行予定です。 


